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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・経管栄養取扱い基準手順の変更について理事長より決裁が下りました。各部署で基準書の差し替えをお願いします。また、今後は胃管の挿入の確認は、基準書にあるように胃内容物の確認を絶対条件として下さい。詳細は各自添付メールを確認して下さい。

・部署懇談会について

日時：９／６（火）１８：００～２０：３０

場所：グランドサンピア

会費：２５００円

・個人情報管理委員会より、月末までに院内巡視があります。カルテ、薬包、書類等、面会者から見えないように配置するなど管理を徹底して下さい。又、患者様の前で記録物の取り扱いはしないで下さい。

・接遇委員会より、満足度アンケートが８／２１で終了となります。ご協力有難うございました。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　哲郎様～ヒューマリンR注キット、１本継続処方。体動活発であり、ベット柵をしていても歩いてホールへ出てきていることがありました。経管栄養中のリスクを考え身体拘束を実施していきます。現在、CZ-Hiとエンシュアの組み合わせでチューブ内で凝固が生じます。閉塞防止対策として、経管栄養終了後は最後に白湯でフラッシュしてください。8/20より経管栄養を下記に変更していきます。

CZ-Hi　　　　3－2－0　（本）

エンシュア　　0－0－2　（本）

白湯　　　　　200－300－300－300　（ｍｌ）

　　　　　　　　この変更に伴い、夜の食事発注はなくなります。（エンシュアは処方箋）

· 渡部　亨様～昨日、療養環境変更目的でAユニットからDユニットへ転室しています。

8/22に奥様の面会予定ですので、医事で個室利用料の手続きを済ませるよう

案内して下さい。同日、第４回家族指導予定です。

昨日センナリド2T服用しても反応なく、本日GE120ｍｌ施行し反応便多量にあり。排便状況に注意していきましょう。

・泉川　ケイ子様～本日より8/21まで外泊予定です。外泊中の本人の対応について、父様とお話しています。前回は、突然、兄宅に泊まりに行くと言い出し、兄が外出するため無理であること伝えると、急に怒り出し、物を投げつける事があったとの事。その時の対応としては、すぐに色々言っても逆効果なのはわかっているので、黙って静かに本人を見ていたとの事。今回の外泊時も同じ様な状況になれば、上記の対応で様子を見るよう説明、外泊状況について、父から確認していきましょう。

・杉澤　恵子様～肩痛から整形外科受診の訴え続いています。他科受診については、主治医の紹介状が必要なこと説明し、一旦は落ち着かれています。日課は支障なく行えており、私物を載せたままガーデニングチェアを持ち歩いたり、ベンチを少し持ち上げて移動させる行為確認しています。また、地元の祭りに行きたいなどの外出希望も聞かれています。

・Cユニット患者様に目立って体重増加がみられます。今後、活動量を増やす事を目的にCユニットでのラジオ体操実施を検討していきます。

＜安ヶ平Dr診察情報＞

・高橋　礼子様～食事摂取量の低下から、現在１本／日エンシュアを服用しており、徐々に体重増加しています。まだTPが低値であり、BMIも20.2と低めでなことから、エンシュアは継続し、定期的に栄養状態の評価をしていきましょう。

・佐々木　悦子様～下痢が続いています。8/20より、朝のアローゼンを除剤して下さい。次回定期よりアローゼンは減薬となります。

・斉藤　仁和様～右手の痺れ、頚部の不随運動あり。薬剤血中濃度は正常範囲の為、次回定期より、リスペリドン→エビリファイへ変更予定です。

・清水　徹様～便秘傾向。これまで希望時にシンラック服用していましたが、本日から毎日就床前に１０滴服用の指示あり。本日シンラック１本処方。

・河原木　泰志様～活動量の低下から体重増加傾向です。血液データも低下しており、間食量を減らして、食事をきちんと摂取できることが望ましいですが、唸り声や不機嫌さ、介入拒否もある為、現在できることを担当スタッフで検討していきます。

・沼端　恵子様～活動量の低下から、体重増加傾向です。プログラムはほぼ見学して過ごしているため参加を促していきましょう。おやつ購入の際は、なるべく低カロリーの物を購入するよう介入して下さい。また、提供量も考慮して下さい。

＜猪股Dr診察＞

・島浦　美千男様～主治医診察にて、身体症状が安定しない状況である為、Cユニットから合併　　　症室へ転室の指示あり。コリーネールは除剤したまま処方継続。発熱時の予測指示終了。今後について、主治医よりご家族の面談などはまだ設定する時期ではないとの事で経過観察とします。

・奥寺　徹様～定期採血が凝固しており、主治医確認し再検不要の指示あり。

＜隔離拘束患者様・要注目患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～午前は問題行動無く経過、過度なスタッフコールもありませんでした。昼食後薬服薬後に水掛け行為あり。引き続き、精神症状の観察を行い、介入時は複数で対応し事故のない様にしましょう。

・外山　尚武様～独語活発で経過。ノートやペンなど私物への固執は継続しています。散剤を拒否することありましたが、時間をおいて介入し服用できています。引き続き、開放観察時の見守り、環境整備を徹底して下さい。

＜SST評価・検討＞

・本田　英之様～週末に外出泊が続いています。出掛ける前に個別に実施し、確実に記録して下さい。

・参加拒否される方が目立ってきています。集団実施できない場合は、個別に対応して下さい。






















